
                             

日時 令和８年９月９日９時 30 分  

場所  熊谷市立文化会館  

 

 

 

税理士会熊谷支部と関係機関との協議会 

 

 

１ 支部長あいさつ  

 

 

 

 

 

２ 税務署長あいさつ  

 

 

 

 

 

３ 県税事務所長あいさつ  

 

 

 

 



４ 税務署からの連絡事項  

（１）  税理士業務の実態確認の実施について                            （総務課） 

   毎年のお願いになりますが、税理士業務の実態確認のため、何名かの先生方の事務所にお伺いさせていただくか、

又は「税理士業務の回答書」の提出依頼文書の送付を予定しておりますので、ご協力をお願いします。  

（２）  申告書等の様式変更について                             （管理運営部門） 

   令和８年９月24日の国税システムの更改（ＫＳＫ２導入）に伴い、申告書・届出書等の様式が変更となります。

主な変更点は、今までの整理番号（８桁）が廃止され、各種申告書・届出書等にQRコードが付与されます。    

また、申告書の控用はなくなる予定ですので、より一層のe-Tax申告等のご利用をよろしくお願いいたします。 

（３）  ＫＳＫ２導入後の納付書交付について（別添１）                    （管理運営部門） 

上記（２）において周知させていただきましたとおり、納付書も令和８年９月24日以降に様式が変更となります。

９月24日以前に請求いただいたものは、現行の様式にて作成し交付いたします。なお、旧様式も当面の間、使用で

きます。 

   請求いただいた複写式納付書については、帳票コード・税務署名・税務署番号のみが印字されます。このため、

ご使用の際には必ず住所・氏名のほか納付書裏面の記載要領に基づき、正しく記載の上、納付していただくようお

願いいたします。  

また、郵送で納付書請求いただいたものについては、業務センターでの作成と返送となります。お手元に届くま

で時間を要することも想定されますので、キャッシュレス納付のご利用を進めていただければ思います。  

（４）  郵送による納税証明書請求書の送付先及び納税証明書オンライン請求について（別添２）   （管理運営部門） 

   納税証明書請求書を熊谷税務署宛に郵送する場合は、「納税証明書交付請求書在中」と表示いただくようお願い

いたします。表示がない場合は業務センターに移送されるため、発行までに日数がかかりますのでご注意ください。 

   なお、電子納税証明書（ＰＤＦ）は、申請から受取まですべて自宅等から行い取得できるようになっております。

申請には申告者本人（法人の場合は代表者）のマイナンバーカード等の電子証明書が必要です。  

また、マイナンバーカード等をお持ちでない方もリーフレット裏面にあるように、電子申請し、税務署の窓口で

書面により受領する方法もございます。この場合、利用者識別番号と暗証番号が必要となりますが、電子証明書は

必要ありません。事前に申請することで、受取までの待ち時間が少なくなるなど大変便利な手続きとなっておりま

す。 



   関与先の皆様が納税証明書を取得する際には、是非電子申請のご利用をお勧めいただくようお願いいたします。 

（５）税務署総合窓口の受付時間について                                    （管理運営部門） 

国税庁では、納税者利便の向上等の観点から税務手続のデジタル化を推進しており、各種オンライン手続を提供

することで税務行政のＤＸ化を進めているところです。オンライン手続の拡充に鑑み、令和８年10月１日以降、当

面の間、全ての税務署で総合窓口における受付時間を原則として午前９時から午後３時とすることとなりました。 

なお、受付時間外であっても、開庁時間内（午前８時 30分から午後５時）に来署された場合には、対応しており

ますが、可能な限り受付時間内の来署にご理解・ご協力をお願いいたします。  

（６）口座振替日についてのお知らせ                             （管理運営部門） 

９月29日（火）は個人事業者の消費税及び地方消費税の中間申告の振替日となっております。関与先の皆様に、

前日までの残高確認等、振替日をお知らせいただきますようお願いしたします。  

（７）期限内納付指導等のお願い                                 （徴収部門） 

日頃から、滞納の未然防止にご協力いただき、ありがとうございます。  

今月は７月決算法人の確定申告、並びに 10月、１月及び４月決算法人の消費税中間申告の納期限となります。

７月決算や消費税各中間申告に該当する法人の関与先に対しては、期限内納付に向けたご指導をお願いします。 

また、９月29日（火）は個人事業者の消費税中間申告分の口座振替日です。例年残高不足により口座振替がされ

ない納税者がいらっしゃいますので、消費税の口座振替を利用中の関与先に対して、振替口座の残高を事前に確認

する等のご指導をお願いします。  

   なお、税務署では、「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」の実現に向けて、キャッシュレス納付

の利用拡大に取り組んでいるところ、納付書を使用しない納付手段で納付した方などに対しては、納付書の事前送

付を取りやめております。  

   納付書の事前送付が行われないことによる「納付忘れ」がないよう、併せて関与先への周知をお願いします。  

（参考）  
   ○  国税庁HP「納付書の事前送付に関するお知らせ」  
 
 

 
  

○  国税庁HP「納税に関する総合案内（国税の納付手続）」  



（８）大口源泉徴収義務者に対する働き掛けについて                        （個人課税） 

   給与支払報告書のeLTAXでの提出及び従業員への皆様へのマイナポータル連携の利用促進に向けた周知等につい

てのお願い。 

（９）特定路線価設定申出書のチェックシートについて                    （資産課税部門） 

税務署では、特定路線価設定申出書をご提出いただいた場合、おおむね１ヶ月から２ヶ月程度で特定路線価をご

回答しております。  

なお、提出された申出書の中には、記載内容に不備があるものや、建築基準法上の道路に該当しないなど、特定

路線価の設定が不要な案件について申出が行われているものが見受けられます。このような場合、内容確認に時間

を要するため、回答までに通常よりも期間を要することがあります。  

そこで、記載内容の不備をなくし、特定路線価設定申出に対して速やかに回答できるよう、国税庁ホームページ

に「特定路線価設定申出書の提出チェックシート」を掲載しております。  

当該チェックシートをご活用いただくことで、特定路線価設定申出の要否を事前に確認することができます。申

出書をご提出の際は、チェックシートをご活用の上、申出書に添付してご提出いただきますようお願いいたします。 

また、本年７月から、「特定路線価設定申出書の提出チェックシート」および「特定路線価設定申出書」の様式

が変更されております。  

申出に当たっては、国税庁ホームページに掲載している新様式をご使用くださいますようお願いいたします。  

ご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。  


